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犯罪発生件数の推移

 

東海市地域安全活動行動計画の成果指標の推移について 

 

１ 犯罪発生件数（刑法犯認知件数） 

第２次東海市地域安全活動行動計画では、平成２５年（２０１３年）を基準年

として、犯罪発生件数を毎年３％以上減少させ、平成３０年（２０１８年）まで

に１，０００件を下回ることを目標としてきましたが、平成２７年（２０１５

年）に最終目標である１，０００件を下回ったことから、平成２８年度（２０１

６年度）から目標値の前年対比３％減少という新たな目標を定めてきました。 

平成３１年（２０１９年）３月に策定した第３次東海市地域安全活動行動計画

（以下「計画」という。）においては、平成３０年（２０１８年）の現状値を基

準値とし、犯罪発生件数を前年対比３％減少させる目標を定めています。 

令和４年中（２０２２年中）に市内で発生した犯罪発生件数は４４５件で、前

年と比べ５１件の減少となり、計画の目標値６０６件を達成しました。内訳とし

ては、重点罪種以外の刑法犯が６１件減少したものの、重点罪種は１１件増加し

ています。 

 

第３次東海市地域安全活動行動計画 

資料２ 

 

計画の改定により、H30
より現状値から毎年３％
減少させる目標値に変更
したもの 

第２次東海市地域安全活動行動計画 

現状値 

目標値 
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 また、令和５年（２０２３年）１月から５月までの犯罪発生件数は２０６

件（暫定値）で、前年同期と比べ２９件（１６．４％）増加しております。 

しかしながら、重点罪種のうち、その他侵入盗については前年に比べ２件（２０．

０％）増加しているため、今後も東海警察署と連携を図りながら啓発活動等を推進

します。 

 

２ 東海市総合計画における防犯関連施策の成果指標 

  市が毎年実施しているまちづくりアンケートの結果では、第６次東海市総合計画

（平成２６年度（２０１４年度）～令和５年度（２０２３年度））における成果指

標「交通事故や犯罪の不安がなく、安全に安心して生活できていると思う人の割合」

は、令和４年度（２０２２年度）では３３．５％に達し、令和５年度（２０２３年

度）のめざそう値である３０％を現時点で上回っています。 

  代表的な防犯関連施策としては、令和２年度（２０２０年度）に市内全ての防犯

灯をⅬＥＤ防犯灯へ一斉更新するとともに、令和元年度（２０１９年度）から令和２

年度（２０２０年度）にかけて市内１２コミュニティに街頭防犯カメラを設置しまし

た。また、防犯モデル地区では東海警察署と協力してまちの防犯診断を行い、地域の

防犯意識向上に努めています。 

  他にも、青色防犯パトロール団体に対する活動交付金の支給や、コミュニティと協

力した防犯パトロールの実施など、防犯活動の活性化に向けた支援を行っています。 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

  

（単位：％）

H30 R1 R2 R3 R4 H30 H35
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＜参考＞ 

東海市内の犯罪発生慨況 

 刑法犯罪の推移（平成１９年（２００７年）～令和４年（２０２２年）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主要重点罪種の推移（平成１９年（２００７年）～令和４年（２０２２年）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：地域安全情報） 

（出典：地域安全情報） 


